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「ザカリアへの告知」
（ルカ1:5～25）

挽地茂男
2019.11.17 日本基督教団千歳丘教会礼拝

さて今日の聖書の箇所は、クリス

マスの主人公であるイエス・キリス

トの誕生に、６ヶ月先だって生まれ

たもう一人の幼子の誕生を――主イエ

スの受胎告知と同じように――天使が

告知する物語です。その幼子は、後

に 洗 礼 者 ヨ ハ ネ

(バプテスマのヨ

ハネ)と呼ばれる

人物です。

さて聖書は洗礼

者ヨハネの両親の

ザカリアとエリサベ

トについてこう伝え

ます。「1:6 二人とも神の前に正

しい人で、主の掟と定めをすべて

守り、非のうちどころがなかっ

た。」ヨハネは両親のもっていたこ

の神の前での正しさを、自分の正

しさとして――彼もまた――神の前に

身につけ、そして立ち上がったの

でした。本日の箇所は、そのヨハネ

の父親であるザカリアが、天使から

ヨハネ誕生の告知を受ける物語です。

ルカによる福音書１章５－７節。

「1:5 ユダヤの王ヘ

ロデの時代、アビヤ

組の祭司にザカリア

という人がいた。そ

の妻はアロン家の娘

の一人で、名をエリサベトといっ

た。1:6 二人とも神の前に正しい

人で、主の掟と定めをすべて守り、

非のうちどころがなかった。1:7

しかし、エリサベトは不妊の女だ

ったので、彼らには、子供がなく、

二人とも既に年をとっていた。」

ザカリアと妻のエリサベトが住ん

でいたのは「山里」にあるユダの

町でした(v.39,65)。ザカリアは

エルサレムではなく地方に住む地

方祭司でした。この地方祭司たち

は組み分けされていて、一定期間、

地方(＝ユダヤ地方)からエルサレ

ムに上京し、神殿の聖所で務めを

果たすことを義務づけられていま

した。そのザカリアが、神殿で自

分たちに割り当

てられた務めを

果たしていたと

き、天使からヨ

ハネの誕生を告

げられたのでし

た。この老夫婦に､しかも不妊の

女（v.7)と呼ばれていた妻エリサ

ヘロデ大王
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ベトを通して、新しい生命の誕生

が訪れます。神が働くとき、静か

ら動へと、 (人間

の目には)不可能

の壁が動き始めま

す。

しかしこの新しい生命の誕生に

――つまり救いの歴史に――参与し

たのは、ザカリアとエリサベトと

いう二人の老人でした。「二人と

も既に年をとっていた」と聖書が

語るとき、聖書は、彼らが高齢で

あったという客観的情報を伝えて

いるのではないのです。聖書は「老

いる」ということの悲しみや苦し

みも、承知しているのです。仏教

は「生老病死」という短い表現の

中に、「老いる」ことが苦しみで

あることを確認

しました。老年

を迎えるという

ことは、少しず

つ人生の可能性

を奪われていく

と い う こ と で

す。つまり、若い頃に出来ていた

ことが出来なくなっていくという

ことなのです。自分のやりたいこ

とができなくなっていくというこ

とであり、行きたいところに行け

なくなっていくということであ

り、食べたいものが食べられなく

なっていくということなのです。

しかもザカリア夫婦の場合、妻エ

リサベトは不妊の女性(v.7)でし

た。妻は自分を責めたでしょう。

痛みを持って責めたでしょう。「子

供がな」いということは、老後の

不安が、子どものいる人たちより

大きくなります。しかし、夫ザカ

リアは、妻以外の女性によって子

どもをもうけようとはしなかった

のです。あのアブラハムでさえ、

妻サライが不妊の女性(創11:30)

だったので、女奴隷ハガルをとお

して息子イシュマエルをもうけた

のです。それが古代のユダヤ世界

の常識でした。しかしザカリアは、

そうしませんでした。世間では「少

子高齢化」が叫ばれています。課

題は、年を追うごとに大きくなっ

ていきます。教会は世間よりも急

速に「少子高齢化」を迎えていま

す。ザカリアとエリサベトの老夫

婦は自分たちに迫ってくる「老い」

をどう考えていたのでしょうか。

「老い」の苦しみや悲しみ脱却す

るために、今日の教会がザカリア

とエリサベトから学ぶべきことが

あるのでしょうか。
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「老い」の悲しみから脱却する

ために「笑い」の有効性を指摘す

る心理学者は少なくありません。

「老い」を笑ってしまう、ユーモ

アに変えてしまうのです。お笑い

の世界に綾小路きみまろという漫

談師がいます。彼の漫談は、中高

年を罵倒しながら元気づけるメッ

セージを送る「中高年の応援歌」

と言われます。マイナスと見られ

る「老い」を笑いのネタにし、笑

い飛ばすことによって、精神的な

解放を得るのです。教会で漫談な

ど取り上げるのは顰蹙を買うかも

しれませんが、外側から説明して

いるだけでは分かりにくいので、

少し見聞を広める

意味でも一くだり

ご紹介します。

人間はながくい

きておりすと増え

るものばかりです。

シワが増え、白髪が増え、目方ま

で増え、コレステロール、血糖値、

中性脂肪、そしてありあまるほど

の皮下脂肪。つかんでみたけどま

だあまる。こんな体に誰がした。

「よいしょ」といわないと立てな

い。「よっこらしょ」といわない

と座れない。若いころ、一気にか

けあがっていた階段も、階段の途

中でハァハァ、ハァハァ。中高年

が階段の真ん中で出口を失ってお

ります。

お洋服で若さを前面に出して、

お化粧で年齢を隠しても、お洋服

の下はピップエレキバン、ホカロ

ンに万歩計。

「老い」のもつマイナスの側面を

笑い飛ばしてしまいます。笑うこ

とによって「老い」を対象化し、

「老い」のもつ絶対的なマイナス

を相対的なマイナスに格下げしま

す。

あるいは、「老い」のもつマイ

ナスの側面を、マイナスと考えな

いでむしろプラスと考えてしまう

という、一種の逆転の発想があり

ます。「若い」ということや「元

気」だということを一面的によい

ことと考えずに、「老い」ていく

とを「良い」ことととらえ直しま

す。赤瀬川原平（あかせがわ げ

んぺい、1937年3月27日 - 2014年

10月26日）が１９９７年に提唱し

た「老人力」という概念です。「老

人力」という表現は冗談から始ま

りました。赤瀬川が物忘れがひど

くなったり、繰り言が多くなった

ので、作家の仲間たちは、原平さ



- 4 -

んは「年取ったな」とか「耄碌し

たな」と思うわけです。しかし原

平さんが自分たちよりも一回りも

年上なので、「年取った」とも「耄

碌した」とも言えずに、「老人力

がついてきた」と言い出したので

す。赤瀬川はこの「老人力」とい

う言葉が、「老い」

のもっている何か

積極的な価値をと

らえている、と直

感するのです。そ

こから、赤瀬川と

その作家仲間たちは、「老人力」

の正体を突き止める探求の旅を開

始します。もう「老い」たことを、

「耄碌した」とか「ボケてきた」

とか「老いぼれた」などとは言わ

ない。「老人力」がついたと表現

する。例えば、「物忘れが激しく

なった」など老化による衰えとい

うマイナス評価を「老人力がつい

てきた」というプラス評価へと逆

転します。「繰り言」(話の繰り返

し)が多くなって、何度も同じこ

とを口にする。老いぼれてしまっ

たな、とマイナスに行かずに、「な

かなか老人力がついてきた」と逆

転する。ちょっとした言葉に「た

め息」が混じる。少し前まで「ど

っこいしょ」と言っていたのが、

「あ」がついて「あどっこいしょ」

となるさらに老人力がつくと、「あ

ーどっこいしょ」となる。「やれ

やれ」と言っていたのが、「あや

れやれ」となり、ついに「あーや

れやれ」となる。これまた、体力

が落ちてしまった証拠だな、とマ

イナスに行かずに、「老人力がつ

いてきた」と逆転する。一見言葉

のすり替えのように見えるこの発

想は、「若さ」や「元気」である

ことが絶対的に良いことであると

いう発想から視点を変えて、「老

い」を人間に必要な「力」として

見直すのです。物忘れ、繰り言、

ため息など、従来は、「ぼけた」

とか「耄碌した」として忌諱され

てきた現象に潜む未知の力を発見

する。むしろ「老い」のもつ所謂

「マイナス」とよばれるの力が作

用して、独特の味わいを創り出し

ていることに目を向けるのです。

「老人力」は中々説明が難しい。

理屈で言ってしまうと――信仰と

同じで――姿が見えなくなるので、

赤瀬川原平は具体的な例をいくつ

も紹介します。「信仰」の場合も、

例えば、「信仰」とは「絶対者に

対して全身全霊を帰依する人間の
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態度」である、と説明してしまう

と、なるほど間違ってはいません

が、「信仰」の姿は見えなくなっ

てしまいます。理屈を言うより、

イエスの着物の房にでも触ればき

っとイヤされると信じた「長血の

女の信仰」や主イエスが今はただ

信じなさいと諭された「会堂長ヤ

イロ」の信仰の具体的な姿を見た

方がわかりやすいのです。赤瀬川

は「老人力」を説明するために、

人間の例だけではなく、よく「ラ

イカ」というカメラを例に持ち出

します。「ライカ」はカメラの歴

史の中に燦然と輝く金字塔なので

す｡今はデジタルの時代になって､

誰でも簡単にブレのない鮮明な写

真が撮れるようになりました。「ラ

イカ」はフィルム･カメラ〔ライ

カは現在、ライカＱ､ライカM10-P、

ライカM10、ライカMというデジタ

ルカメラも製造している〕でもう

時代遅れ､古道具、骨董品と言わ

れるところですが､いまでも愛好

家があとを絶たず､ライカで写真

を撮り続ける写真家もいるので

す。〔ライカの前身は、1849年に

設立された顕微鏡メーカー。エル

ンスト･ライツ(１世)は、この会

社を1869年に引き継ぎ、1905年か

らカメラ生産に参入、1907年に双

眼鏡生産に参入します。技術者オ

スカー・バルナックとともに開発

・改良を重ねて、1913/14年にラ

イカの原型となる「ウル・ライカ」

を完成。1920年エルンスト･ライ

ツの没後、後継者〕エルンスト・

ライツ２世

は技術者オ

スカー・バ

ルナックに

ライカの原

型となった

「ウル・ライカ」に改良を加えさ

せて１９２５年ついに、「ライカ」

(ライツのカメラ)と命名して､市

販一号機ライカI(A)を生産、販売

します。そして１９５４年に当時

最高とまで言われる技術を余すと

ころなく結集したライカＭ３が発

表されます。写真撮影におけるラ

イカの全盛期を不動のものにした

Leica , M3

3億1500万円で競売された1923年製試作品０型ライカ
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と言われています。ライカ社が手

がけたライカのＭシリーズやライ

カのＲシリーズの名器で撮られた

写真には、独特な風合いがあると

言われます。絞りなど明るさを調

節することでわざと被写体をふん

わりとボケさせたり、反対に質感

がよくわかるようにシャープに写

したりもできます。そのボカし具

合や質感のシャープさが絶妙だそ

うで、プロのカメラマンや芸術家

も認める、現在のデジタル・カメ

ラにはない独特の味わいが宿るの

だそうです。それは、現在の最新

の優れた「技術」によっては得ら

れない別種の魅力なのです。赤瀬

川は、「若さ」や「機能性」に欠

けている「老い」のもつ別の力を

「老人力」と名付けるのです。〔そ

の他、患者と面談しながら眠って

しまう精神科医･土居健郎の例も

面白い。〕

ではザカリアとエリサベトとい

うこの老夫婦の希望のありかはど

こにあったのでしょうか。「老い」

るということは、若い頃に持って

いた自己実現の可能性が減少する

ことだと申しました。それを受け

とめるには、綾小路きみまろのよ

うに「老い」を笑い飛ばすことも、

赤瀬川原平のように「老人力」と

してとらえ直すことも、大切な意

味を持っていますが、いずれにせ

よ人生のとらえ直し、人生観の転

換が必要になります。ルカによる

福音書を見てみましょう。人生観

を転換させる事件がザカリアに起

こります。神殿に仕える祭司である

ザカリアは、くじ引きで主の聖所

で香を焚くことになりました。そ

の彼に、天使が訪れるのです。つま

り神は天使を通して力ある姿を現

されたのです。８－１２節。「1:8

さて、ザカリアは自分の組が当番
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で、神の御前で祭司の務めをして

いたとき、1:9 祭司職のしきたりに

よってくじを引いたところ、主の聖

所に入って香をたくことになった。

1:10 香をたいている間、大勢の

民衆が皆外で祈っていた。1:11

すると、主の天使が現れ、香壇の

右に立った。1:12 ザカリアはそ

れを見て不安に

なり、恐怖の念

に襲われた。」お

香の煙が立ち上

る香壇の右に天

使が現れます。

ザカリアは「そ

れを見て不安に

なり、恐怖の念

に襲われ」ます。恐れはマイナス

の感情ありません。人が「聖なる

もの」と出会う時に経験する二つ

の感情のうちの一つです。「聖な

るもの」に出会うとき、人は相反

する二つの感情を同時に持つこと

になります。対象に対する恐怖と

同時に、それに向かって引き寄せ

られる魅力を感じるのです。戦慄

を覚えると同時に魅了されるので

す。ザカリアがその場を逃げ出さ

なかったのはそのためです。

ザカリアの許に遣わされた天使の

名は――今はまだ知らされていません

が――ガブリエル(19節)。大切なみ告

げ（神の計画）を伝えるときに遣わ

される天使です。天使ガブリエル

は、旧新約聖書に登場する大天使

の一人です。ガブリエルは、ダニ

エル書９章２１－２７節では、ダ

ニエルに終末の預言を届けるため

に登場します。また新約聖書のル

カ福音書の１章２６－３８節で

は、主イエスの母マリアに現れて

イエスの誕生を告知することにな

ります。イスラーム(イスラム教)

でも､大切に考えられている天使

です。イスラームの創始者ムハン

マド(モハメット)は、４０歳代に

入った頃から、山にこもって祈る

ようになります。そのある日の「お

こもり」の時に、何か不思議な声

を聞きます。何を聞いたのか訳は

分からなかったけれども、簡単に

心から払拭できなかったムハンマ

イスラームの聖地メッカ（マッカ）
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ドは、そのことを妻に話します。

すると妻も何のことか分からなか

ったので、友人のキリスト教徒に

相談します。するとその友人のキ

リスト教徒が、ムハンマドはガブ

リエル（〔ア〕ジブリール）の声

を聞いたのに違いないと教えま

す。この時から始まってコーラン

(クルアーン)の言葉を与えた天使

こそがジブリー

ル、ガブリエル

なのです。

ザカリアに現

れたガブリエル

はこう語りかけます。１３節。「1:13

…恐れることはない。ザカリア、

あなたの願いは聞き入れられた。

あなたの妻エリサベトは男の子を

産む。」このザカリアへの告知物

語と、同じ天使ガブリエルが、後

にマリアに受胎を告げる告知物語

は、非常によく似ています。この

２つの受胎告知物語は同じパター

ンをとっていると言っていいでし

ょう。①どちらの母親にとっても

子どもを産むということは、つま

り出産はあり得ないことでした。

ヨハネの母エリザベトは「不妊の

女」で「既に年をとって」いまし

た。イエスの母マリアは、まだ「男

の人を知」らないのです。そして

②メッセージを伝えた天使は、ど

ちらの場合も天使ガブリエルで

す。大切なみ告げ（神の計画）を伝

えるときに遣わさ

れる天使です。こ

の③天使の出現

は、どちらにも

「恐れ」をもた

らします。天使

ガブリエルが告げ

たメッセージは、途方もないメッセ

ージでした。ザカリアに向かって

「あなたの妻エリサベトは男の子

を産む。その子をヨハネと名付け

なさい」(1:13)と告げ、マリアに

「恐れるな」

２つの受胎告知物語

ヨハネの誕生 １：５-２５ イエスの誕生 １：２６－３８

(1) 母は出産が不可能です。不妊のため(1:7)。 (1) 母は出産が不可能です。男を知らない(1:34)。
(2) ガブリエルが誕生を告知します(1:11,19)。 (2) ガブリエルが誕生を告知します(1:26)。
(3) 告知は恐れをもたらします(1:12)。 (3) 告知は恐れをもたらします(1:30)。
(4) ガブリエルは子どもの名前を指定します(1:13)。 (4) ガブリエルは子どもの名前を指定します(1:31)。
(5) その子は偉大な人になる(1:15)。 (5) その子は偉大な人になる(1:32)。
(6) 彼はメシアのために道を用意する(1:17)。 (6) 彼はメシアであり、神の子である(1:32-35)。
(7) ザカリアは疑いをもって天使に質問します(1:18)。 (7) マリアは信仰をもって天使に質問します(1:34)。
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はあなたは「身ごもって男の子を

産むが、その子をイエスと名付け

なさい」(1:31)と告げるのです。

今読みましたように、④どちらに

も子どもにつけるべき名前が指定

されています。さらに天使はそれ

ぞれの子どもが⑤「偉大な人にな

る」と告げ、⑥その子どもたちが、

人々の救いに関わることになると

伝えます。マリアに向かってガブ

リエルは、その子は「1:32…いと

高き方の子と言われる。神である

主は、彼に父ダビデの王座をくだ

さる。1:33 彼は永遠にヤコブの

家を治め、その支配は終わること

がない。…1:35…聖霊があなたに

降り、いと高き方の力があなたを

包む。だから、生まれる子は聖な

る者、神の子と呼ばれる」と語り、

生まれてくる子どもがメシア(救

い主)であり神の子であると告げ

ます。一方のザカリアには、１４

－１７節で、妻エリサベトが産む

「1:14その子はあなたにとって喜

びとなり、楽しみとなる。多くの

人もその誕生を喜ぶ。1:15 彼は

主の御前に偉大な人になり、ぶど

う酒や強い酒を飲まず、既に母の

胎にいるときから聖霊に満たされ

ていて、1:16 イスラエルの多く

の子らをその神である主のもとに

立ち帰らせる。1:17 彼はエリヤ

の霊と力で主に先立って行き、父

の心を子に向けさせ、逆らう者に

正しい人の分別を持たせて、準備

のできた民を主のために用意す

る」と語り、その子がメシアのた

めに道を準備する者となることを

告げます。どちらも何というメッ

セージでしょう。それらのメッセ

ージは簡単に受け入れられるもの

ではありませんでした。マリアに

告げられたメッセージ――男性経

験のない自分に懐妊を告げるメッ

セージ――はにわかに喜べるもの

ではありませんし(30-33節)、ザ

カリアに告げられたメッセージ

――不妊の妻の懐妊のメッセージ

――も、にわかに信じられるもの

ではありませんでした(13-17節)。

⑦二人はそれぞれに、天使に問わ

ずにはいられませんでした。マリア

は尋ねます。「1:34…どうして、そ

のようなことがありえましょう
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か。わたしは男の人を知りません

のに。」そして天使が、生まれて

くる子どもが「偉大な人となり、

救いの御業を成し遂げる」と語り、

「1:36 あなたの親類のエリサベ

トも、年をとっているが、男の子

を身ごもっている。不妊の女と言

われていたのに、もう六か月にな

っている。1:37 神にできないこ

とは何一つない」と告げると、マ

リアは「1:38…わたしは主のはし

ためです。お言葉どおり、この身

に成りますように」と天使ガブリ

エルが告げた言葉への信頼・信仰を

表明します。一方の、ザカリアに告

げられたメッセージも途方もないメ

ッセージでした。ザカリアも、天使

に問いただします。１８節。「1:18

そこで、ザカリアは天使に言った。

『何によって、わたしはそれを知

ることができるのでしょうか。わ

たしは老人ですし、妻も年をとっ

ています』。」これが、マリアへの

告知物語と、ザカリアへの告知物

語の決定的な違いです。ザカリア

は信じられないのです。「老い」

たる者は、若い頃に持っていた自己

実現の可能性を失っていきます。

常識です。ザカリアの常識は、天

使のメッセージをにわかに信じる

ことを許しません。しかしザカリ

アにも、天使の言葉を信じること

が求められています。より根本的

には、ザカリアは「人生観の転換」

を求められています。つまりザカ

リアは、人生を自己実現の「場」、

つまり自分の若さ(健康)と才能を

用いて自らの手で自己実現を成し

遂げる「場」と考えいるのです。

今も持てる力で何ができるかと計

算します。「子どもが生まれる？」

「ありえない！」と結論します。

しかし天使は言います。「ザカリ

ア、あなたの願いは聞き入れられ

た。」ザカリアは「神のよって願

いを聞いてもらう」存在なのです。

受身の位置に立っているのです。

ザカリアは、人生を、自己実現の

場ではなく、自分の人生を主が働

かれる〔主の御心がなされる〕

《場》として受け入れ直すことを

求められているです――しかもザカ

リアの「願い」は否定されていない
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のです。パウロはフィリピの信徒へ

の手の中で言いました。「わたした

ちのうちに働きかけて、その願い

を起こさせ、かつ実現に至らせる

のは神であって、それは神のよし

とされるところだからです」（フ

ィリピ2:13）。自分の願いは無視

されていないのです。しかし自己

実現から神の御心の実現へと、意

識が転換される必要があるので

す。ザカリアの心は、天使が告げ

るようなことは起こりようがな

い、と彼に告げます。自分の心に

頷きを得るためには、証拠になる

何かが必要だ。そしてザカリアは

言います。「何によって、わたし

はそれを知ることができるのでし

ょうか。わたしは老人ですし、妻

も年をとっています。」この根拠

を求めるザカリアの発言に、ここ

ではじめて、天使は自分が天使ブ

リエルであることを明かします。

１９節。「1:19 天使は答えた。「わ

たしはガブリエル、神の前に立つ

者。あなたに話しかけて、この喜

ばしい知らせを伝えるために遣わ

されたのである。」そしてガブリ

エルはこう続けました。今求めら

れているのは、神のメッセージへ

の信頼だからです｡２０節。「1:20

あなたは口が利けなくなり、この

事の起こる日まで話すことができ

なくなる。時が来れば実現するわ

たしの言葉を信じなかったからで

ある。」ザカリアは祭司でありな

がら、「神を信じること」を我が

身をもって学ぶことになりまし

た。人は老いてもまだ学び・成長

するのです。外でザカリアを待っ

ていた人々は、ザカリアが何に手

間取っているのか不思議に思いま

す。２１－２２節。「1:21 民衆は

ザカリアを待っていた。そして、

彼が聖所で手間取るのを、不思議

に思っていた。1:22 ザカリアは

やっと出て来たけれども、話すこ

とができなかった。そこで、人々

は彼が聖所で幻を見たのだと悟っ

た。ザカリアは身振りで示すだけ

で、口が利けないままだった。」

彼は口が利けなくなったのです。

神のレッスンです。しかしこの強

いられた沈黙こそが、ザカリアの沈黙が新たなレッスンに
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信仰を成長させることになりま

す。「主の御心がなりますように」

(天においても、この身において

も)と彼の心が告白するまで、つ

まりザカリアが自分の人生を自己

実現の「場」とする考え方から、

主が働かれるつまり主の御心がな

される《場》として受け入れるま

で、彼は、沈黙の中で養われるこ

とになるのです。

ザカリアの中にも意識の転換が

始まりました。彼を取り巻く現状

の変化が、彼の中に確信を造り上

げていました。２３－２５節。ザ

カリアの夫婦は「1:23やがて、務

めの期間が終わって自分の家に帰

った。1:24 その後、妻エリサベ

トは身ごもって、五か月の間身を

隠していた。そして、こう言った。

1:25 「主は今こそ、こうして、

わたしに目を留め、人々の間から

わたしの恥を取り去ってください

ました。」妻エリサベトの言葉は、

妻を愛する夫ザカリアの言葉でも

あったでしょう。こうして、ザカ

リアの人生は、神の御心がなされ

る《場》となっていったのです。

聖書は「老い」た人々に役割を

準備しています。ザカリアとエリ

サベトがそうであり、アブラハム

とサライがそうであり、このあと

ルカ福音書に登場するシメオン(2

:25-35)やアンナ(2:36-37)もそう

なのです。主は、「老い」たりと

いえども、その人にふさわしい用

い方をなさるのです。その経験と、

視野の広さは教会を豊かにする大

切な財産でもあるのです。少子高

齢化を嘆いてはいけません。ご高

齢の方に失礼です。それぞれが大

切な神の家族です。神の御心は、

「老い」も「若き」もいる、教会

というキリストの家族全体によっ

て担われていくものだからです。

最後に、ローマの信徒への手紙

１２章１－２節のパウロの言葉を

読んで閉じたいと思います。「ロ

マ12:1 こういうわけで、兄弟た

ち、神の憐れみによってあなたが

たに勧めます。自分の体を神に喜

ばれる聖なる生けるいけにえとし

て献げなさい。これこそ、あなた

がたのなすべき礼拝です。12:2あ

なたがたはこの世に倣ってはなり
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ません。むしろ、心を新たにして

自分を変えていただき、何が神の

御心であるか、何が善いことで、

神に喜ばれ、また完全なことであ

るかをわきまえるようになりなさ

い。」新しい一週間も、神の御心

を求めつつ、アドヴェントに向か

って歩んでまいりましょう。祈り

ましょう。

2019.11.17 日本基督教団千歳丘教会礼拝
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1:5 ユダヤの王ヘロデの時代、ア

ビヤ組の祭司にザカリアという人

がいた。その妻はアロン家の娘の

一人で、名をエリサベトといった。

1:6 二人とも神の前に正しい人

で、主の掟と定めをすべて守り、

非のうちどころがなかった。

1:7 しかし、エリサベトは不妊の

女だったので、彼らには、子供が

なく、二人とも既に年をとってい

た。

1:8 さて、ザカリアは自分の組が

当番で、神の御前で祭司の務めを

していたとき、1:9 祭司職のしき

たりによってくじを引いたとこ

ろ、主の聖所に入って香をたくこ

とになった。1:10 香をたいてい

る間、大勢の民衆が皆外で祈って

いた。1:11 すると、主の天使が

現れ、香壇の右に立った。1:12

ザカリアはそれを見て不安にな

り、恐怖の念に襲われた。1:13

天使は言った。「恐れることはな

い。ザカリア、あなたの願いは聞

き入れられた。あなたの妻エリサ

ベトは男の子を産む。その子をヨ

ハネと名付けなさい。1:14 その

子はあなたにとって喜びとなり、

楽しみとなる。多くの人もその誕

生を喜ぶ。1:15 彼は主の御前に

偉大な人になり、ぶどう酒や強い

酒を飲まず、既に母の胎にいると

きから聖霊に満たされていて、1:

16 イスラエルの多くの子らをそ

の神である主のもとに立ち帰らせ

る。1:17 彼はエリヤの霊と力で

主に先立って行き、父の心を子に

向けさせ、逆らう者に正しい人の

分別を持たせて、準備のできた民

を主のために用意する。」1:18 そ

こで、ザカリアは天使に言った。

「何によって、わたしはそれを知

ることができるのでしょうか。わ

たしは老人ですし、妻も年をとっ

ています。」1:19 天使は答えた。

「わたしはガブリエル、神の前に

立つ者。あなたに話しかけて、こ

の喜ばしい知らせを伝えるために

遣わされたのである。1:20 あな

たは口が利けなくなり、この事の

起こる日まで話すことができなく

なる。時が来れば実現するわたし

の言葉を信じなかったからであ

る。」

1:21 民衆はザカリアを待ってい

た。そして、彼が聖所で手間取る

のを、不思議に思っていた。1:22

ザカリアはやっと出て来たけれ

ども、話すことができなかった。

そこで、人々は彼が聖所で幻を見
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たのだと悟った。ザカリアは身振

りで示すだけで、口が利けないま

まだった。1:23 やがて、務めの

期間が終わって自分の家に帰っ

た。1:24 その後、妻エリサベト

は身ごもって、五か月の間身を隠

していた。そして、こう言った。

1:25 「主は今こそ、こうして、

わたしに目を留め、人々の間から

わたしの恥を取り去ってください

ました。」

1:5 !Egevneto ejn tai'" hJmevrai"

@Hrwv/dou basilevw" th'" !Ioudaiva"

iJereuv" ti" ojnovmati Zacariva" ejx

ejfhmeriva" !Abiav, kai; gunh; aujtw'/ ejk

tw'n qugatevrwn !Aarwvn kai; to; o[noma

aujth'" !Elisavbet.

1:6 h\san de; divkaioi ajmfovteroi

ejnantivon tou' qeou', poreuovmenoi ejn

p a v s a i " ta i ' " e j n t o l a i ' " k a i ;

dikaiwvmasin tou' kurivou a[memptoi.

1:7 kai; oujk h\n aujtoi'" tevknon, kaqovti

h \ n h J !Elisa v bet stei ' ra , kai ;

ajmfovteroi probebhkovte" ejn tai'"

hJmevrai" aujtw'n h\san.

1:8 !Egevneto de; ejn tw'/ iJerateuvein

aujto;n ejn th'/ tavxei th'" ejfhmeriva"

aujtou' e[nanti tou' qeou',

1:9 kata; to; e[qo" th'" iJerateiva"

e[lace tou' qumia'sai eijselqw;n eij" to;n

nao;n tou' kurivou,

1:10 kai; pa'n to; plh'qo" h\n tou' laou'

proseucovmenon e[xw th'/ w{ra/ tou'

qumiavmato".

1:11 w[fqh de; aujtw'/ a[ggelo" kurivou

eJstw;" ejk dexiw'n tou' qusiasthrivou

tou' qumiavmato".

1:12 kai; ejtaravcqh Zacariva" ijdwvn kai;

fovbo" ejpevpesen ejp! aujtovn.

1:13 ei\pen de; pro;" aujto;n oJ a[ggelo",

Mh; fobou', Zacariva, diovti eijshkouvsqh

hJ devhsiv" sou, kai; hJ gunhv sou

!Elisavbet gennhvsei uiJovn soi kai;

kalevsei" to; o[noma aujtou' !Iwavnnhn.

1:14 kai ; e [stai carav soi kai ;

ajgallivasi" kai; polloi; e jpi ; th' /

genevsei aujtou' carhvsontai.

1:15 e[stai ga;r mevga" ejnwvpion (tou')

kurivou, kai; oi\non kai; sivkera ouj mh;

p i v h / , k a i ; p n e u v m a t o" a J g i v o u

plhsqhvsetai e[ti ejk koiliva" mhtro;"

aujtou',

1:16 kai; pollou;" tw'n uiJw'n !Israh;l

ejpistrevyei ejpi; kuvrion to;n qeo;n

aujtw'n.

1:17 kai; aujto;" proeleuvsetai ejnwvpion

aujtou' ejn pneuvmati kai; dunavmei

!Hlivou, ejpistrevyai kardiva" patevrwn

ejpi; tevkna kai; ajpeiqei'" ejn fronhvsei

dikaivwn, eJtoimavsai kurivw/ lao;n
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kateskeuasmevnon.

1:18 Kai; ei\pen Zacariva" pro;" to;n

a[ggelon, Kata; tiv gnwvsomai tou'to_

ejgw; gavr eijmi presbuvth" kai; hJ gunhv

mou probebhkui'a ejn tai'" hJmevrai"

aujth'".

1:19 kai; ajpokriqei;" oJ a[ggelo" ei\pen

au j tw ' / , !Egw v e i jm i Gabrih ; l o J

paresthkw;" ejnwvpion tou' qeou' kai;

ajpestavlhn lalh'sai pro;" se; kai;

eujaggelivsasqaiv soi tau'ta:

1:20 kai; ijdou; e[sh/ siwpw'n kai; mh;

dunavmeno" lalh'sai a[cri hJ" hJmevra"

ge vnhtai tau 'ta, a jnq ! w |n ou jk

ejpivsteusa" toi'" lovgoi" mou, oi{tine"

plhrwqhvsontai eij" to;n kairo;n aujtw'n.

1:21 Kai; h\n oJ lao;" prosdokw'n to;n

Zacarivan kai; ejqauvmazon ejn tw' /

cronivzein ejn tw'/ naw'/ aujtovn.

1:22 ejxelqw;n de; oujk ejduvnato lalh'sai

aujtoi'", kai; ejpevgnwsan o{ti ojptasivan

eJwvraken ejn tw'/ naw'/: kai; aujto;" h\n

dianeuvwn aujtoi'" kai; dievmenen kwfov".

1:23 kai; ejgevneto wJ" ejplhvsqhsan aiJ

hJmevrai th'" leitourgiva" aujtou',

ajph'lqen eij" to;n oi\kon aujtou'.

1:24 Meta; de; tauvta" ta;" hJmevra"

sunevlaben !Elisavbet hJ gunh; aujtou'

kai; perievkruben eJauth;n mh'na" pevnte

levgousa

1:25 o{ti Ou{tw" moi pepoivhken kuvrio"

ejn hJmevrai" ai|" ejpei'den ajfelei'n

o[neidov" mou ejn ajnqrwvpoi".


